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I はじめに
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人間の「死」は個人の出生という事実と同時に確実に歩みはじめ，決してその歩みを止める
ことはない。それが「生命の法則」である。しかし，私たちは「生命の法則Jについては自分
には無縁であり，永遠に訪れることがないかのように思い真実から目をそむけて日々を過ごし
ている。井1は「健康に日々を過す人の場合には死について考えることがむずかしく，考えた
としてもそれはともかく抽象的になるのであろうJとのべているように「死」については真実
から目をそむけ易く，また健康の裏面にあって表出させないで過してしまう。 そのうえ考えな
くとも経過されていくという非日常性がある。谷は「『健康jが生命現象の実態である以上そ
の内部には死が内在しているといえる。生と死はこ面的に，別々に理解すべきものでなく生と
死は同じ次元にあるものと認識すべきであるJと「死jについての考え方を指摘している。
わが国は人生80年時代となり，人の生命や健康にたいする問題が社会的関心事として重要視
され，さまざまなことが提起されてきている。そこには単に「長生きをするJということでは
なく，「健康でよりよく生きる」「その人らしく生きる」という生命の質（クオリティ・オブ・
ライフ）が求められる社会となってきた。その反面，現在の社会現象は自殺者の低年齢化， 多
発する不慮の死，交通災害や悪性新生物（癌など）による死亡率の急増は，日常生活のなかで
は直視しないではいられない状況である。また臓器移植，尊厳死なども含みマスコミを介して
「死」の意味が問われ，私たちは真撃に考えてゆかねばならない時を迎えている。しかし， 若
者は現実の社会で身近な人の死の経験が少なくなっている。この要因として，①死亡率の低下
と核家族化のため身近な死と出会うことが少なくなったこと，②死は病院や施設内で迎えるこ
とが多くなったことである。若者にとっては，日常生活からまったく切り離れた現実の 「死」
となる傾向が強い。教育めなかで生命の尊重の理念に関する学習は意図的に受けているが，生
注l）天使女子短期大学衛生看護学科
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命の終わる 「死」についての学習はわが国は遅れていると言われている。
この度の調査は，遅れているとされている「死」についての学習に着眼し，上記にのベた社
会背景のなかで成長してきた新入生を対象に 「死」のイメージについて，アンケー卜調査を実
施したので報告する。この調査は第一次調査である。
E 研究方法
1.調査方法と対象
1 ）調査方法：アンケー 卜質問用紙で多項目選択法と自由記述を併合した。
2）期 間：平成3年4月22日から 4月27日までの 1週間内 （入学日から 2週間のちとな
る）。所要時聞は約20分間である。
3）対 象：平成3年度新入生，本学学生201名（保健体育科養護教諭コース），天使短期
大学学生154名（衛生看護学科・食物栄養学科）合計355名。年齢は18歳から
27歳までである。
4）回収 率 ：100%
2.主な調査内容
1 ）「死」のイメージについて
2）イメージの影響とインパク トの強い順位
3）人間の魂（霊）の有・無とその理由
4）身近な人の死と体験回数・対象
5 ）日常生活の中で 「死jを意識した経験とその内容
E 結果と考察
1.「死」のイメージについて
あたたは「死」についてどんなイメージをお持ちですか記述して下さいの質問では，回答者
347名（97.7%），無回答者8名（2.3%）であった。回答者の記述内容を次の3系列に分類した。
1 ）安寧なとらえ方（以後1）とする），2 ）思避なとらえ方（以後2）とする）， 3 ）その他
（以後3）とする）。回答者の全体イメージのなかでは，2）のイメージが最も多く243名（70.0% ), 
次に1）のイメージが70名（20.2%), 3）のイメージ34名（9.8%）であった。 最も高率を示
した 2）のイメージの記述内容は，①あたりが真暗でさみしく悲しい， ②別世界にいってしま
うので恐い， ③独りぼっちになる，④全てのものを失うこと，⑤別れ， ⑥つらい，⑦苦しい，
⑧姿，形がなくなる，⑨最大の破壊，⑪何も残らない，O恐怖，⑫黒，⑬今まで一緒に生きて
きた人達と永遠に会えなく なる，⑪二度と体を動かすことができない，⑪信じられないこと等
であった。
1 ）のイメージの記述内容は，①永遠のやすらぎ （眼り），②次に生れ変わる準備期間， ③
長い人生の苦悩から逃がれられる，④次の新しい世界に旅立つ，⑤楽になる，⑥天国・極楽に
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いける，⑦仏さま・神さまになる，③幸せになれる，⑨自由（開放）になる等であった。
3 ）のイメージの記述内容は，①みんなが通る道，②運命的なもの，③遠い将来のこと，④
不透明な感じ，⑤終点，⑥神秘的なこと，⑦一時的な別れ，③体験したことがないからわから
ない等であった。
回答者の宗教有・無でみたイメージの差については，宗教あり106名 （30.5%），宗教なし
241名（69.5%）を対比した。特色として， 1）のイメージ回答者が宗教ありでは31.1%，宗
教なし15.4%と2倍以上の比率の聞きがあった。2）・ 3）のイメージ回答者においては大き
な比率差はなかった。 2）のイメージ・宗教あり60.4%，宗教なし74.3%, 3）のイメージ・
宗教あり8.5%，宗教なし10.4%）宗教有・無の系列比をみると宗教あり回答者は1）のイメー
ジの比率が高く， 2）・ 3）のイメージ比率は宗教なしと回答した者より低比率を示したのが
目立つた。
2.イメージの影響とインパクトの強い順位
記述されたイメージの影響は何から受けたと思いますか， 3つ選択し，影響を受けた高いも
のからし 2, 3の記号をつけて下さいの設問では，項目を11提示し選択させた。回答者351
名（98.9%）の内訳は，（但し複数回答であるため延数1052を比率100%としている）図lが示
すように延数1052(100%）の全体比率において， 3のテレピが265件 （25.4%），次いでlの
身近な人の死239件（22.7% ), 2の映画が123件（11.7% ), 4の新聞117件（11.1%）， その他
の項目は1桁のパーセントを示している。
図1 死のイメー ジ影響及び順位
I 身近な人の死 3 テレピ マン方 7 家族 9 友人 I. その他
2 映画 4 新聞 小説 8 宗教 10. 占い
全体比率 0 20 40 60 80 100(%) 
n =1052 2 3 4 
151 17 H 91 :J 
20 40 60 80 100(%) 
影響の
強い順位
I) 
2 )I 2 
2 3 
※図中数字は上記項目記号
影響の強い（インパクト）順位1), 2 ), 3）を比較すると，最も影響の強い1）ではlの
身近な人の死176件（50.2%）と高い比率を示し， 2）では3のテレビ130件 （37.0%), 3) 
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では4の新聞82件（23.5%）であった。全体比率では3のテレビが高率であり，次に 1の身近
な人の死であったのがインパクト順位では逆転している。なお回答者351名のインパクト順位
1 ), 2 ), 3 ）の組合せは】62種類であった。提示した11項目を情報 （マスコミ）とその他に
分けたのが表lである。情報 （マスコミ）には， 2の映画， 3のテレピ， 4の新聞， 5のマン
ガ， 6の小説， 10の占い6項目。その他には， 1の身近な人の死， 7の家族， 8の宗教， 9の
友人， 11のその他5項目を包括した。 2区分した表1をみると全体比率では， 情報（マスコミ）
が62.2%である。インパクト順位は 1）においてはその他が61.0%と高い比率を示すが， 2 ) 
72. 7%, 3) 74. 8%と区分の情報（マスコミ）をみると比率は区分のその他の比率より高い数
値を示し逆転する。この表から推察されることは，情報化社会の中で学生はいかにマスコミの
影響を強く受けているかが知れる。
表1 死のイメージ影響
単位：人（%）
分区 で干ミ当事 3) 全体対象者 351人 対象者 352人 対象者 349人 対象者1,052人
情報
2.映 画 20( 5. 7) 50(14.2) 53(15.2) 123 (11. 7) 
3.テ レ ピ 86(24.5) 130 (37 .0) 51(14.6) 265 (25 .4) 
（ 4.新 開 4 ( 1.1) 31 ( 8.8) 82(23.5) 117 (11.1) 
て7 5.マ ン ガ 5 ( 1.4) 13 ( 3. 7) 22( 6.3) 40( 3.8) ス 6. ,j、 説 20( 5. 7) 27 ( 7. 7) 43(12.3) 90( 8.6) コ
、 10. 占 u、 2( 0.6) 5 ( 1.4) 10( 2.9) 17( 1.6) 
計 137(39.0) 256 (72. 7) 261(74.8) 654(62.2) 
1.身近 な人 176(50.2) 41 (11. 7) 22( 6.3) 239(22. 7) 
7.家 族 12( 3.4) 25 ( 7 .1) 19( 5.4) 56 ( 5.3) 
そ 8 宗 教 6 ( 1.7) 12 ( 3.4) 12( 3.4) 30( 2.9) 
の 9.友 人 6 ( 1. 7) 15 ( 4.2) 20( 5. 7) 41(3.9) 他
1. そ の 他 14( 4.0) 3 ( 0.9) 15 ( 4.3) 32( 3.0) 
計 214 (61. 0) 96 (27 .3) 88(25.2) 398(37.8) 
※項目欄数字は設問番号
3.人間の魂（霊）の有・無とその理由
あなたは人間に魂（霊）があると思いますか，どちらかにO印をつけて下さいという選択を
させて思う，思わない回答の両者に理由を記述してもらった。
あると思うの回答者316名 （89.0%）， 思わない回答者39名（11.0%）であり圧倒的に魂（霊）
があると思っている人が多かった。あると思う回答者の理由内容を分析した結果，第1位 （回
答者が多かった順位）は魂（霊）とは，①こころ， ②人の心の中にあるもの，③人間の体の中
にある，④自分の本当の姿（心），⑤人間の精神そのもの，⑥永遠に生き続けるものであり，
生きているうちは「こころJだと思う等，心を表現した回答者が86名（27.2%）であった。第
2 位は①自分の中にあるもの， ~個人個人に宿っているものと回答した者が36名 （ 11. 4% ）第
3位，①肉体から離れたもの， ②死んでから動き出すもの，③人聞が生きている時は体の中に
あるもので死んだ時に体から離れていくものであり，生きている時と同じように考えたり感じ
たりするものと回答をしているのが33名 (lo.4%）で，殆んど魂は体から離脱して浮遊すると
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考えている。その他，魂（霊）とは①固体でなく気体のようなもの，②形のないエネルギー，
③目に見えないもの，④永遠の命，⑤神から与えられたもの，⑥人を守ってくれるもの，⑦人
の気持ち・思いであると述べている。特記すべき意見として，①悔いを残して死んだ人，みれ
ん，心残りのある人のもの等22名（ 7 %），②魂（霊）はあると，思うがよくわからないが22名（ 7 % ),
その他無回答が23名（7.3%）あった。次に魂（霊）があると思わないとの回答者は39名(11.0%) 
であった。その理由として，①見たことがない，②死んだ後は伺も残らない，③気味が悪い・
こわい，④魂とは願望からくるもの，⑤魂ではなく生命と思う，⑥きらい，⑦無回答5名であっ
た。魂（霊）があると思うかについての回答では非常に対比的な意見が述べられている。思う
と回答した学生は情意的なとらえ方が多く，思わないと回答した学生は現実的なとらえ方で
あった。
4.身近な人の死と体験回数・対象
身近に亡くなった方がいますか。いると答えた方は亡くなった方との関係について答えて下
図2 死別の体験と回数
a5 （回数） （人数） （%） 
A いる モaI l回 (131名） 36. 9亡コ a2 2回 （102名） 28. 7 
a 3 ・ . 3回（ 52名） 14.6 
a 4 ・ 4回（ 21名） 5.9 
a 5 5回（ 2名） 0.6 
Bいない
~ 
さいという設問では，身近な人の死の
図3 死別の対象
（%） 
体験者がいると回答した者が308名
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(86. 8%），いないの回答が47名
n =308 
(13.2%）であった。殆んどの学生は
181 
体験しているが，いると回答した者に 50 
亡くなった方（対象）との関係項目を 40 
11提示し，複数回答を求めた。図2に 30 
示した死別の体験と回数では， Aの 20 
a1は身近な人の死体験が1回の学生
10 
で131名（36.9%）と高い比率であった。 3 2 I 3 。
Aの a2は2回， Aの a3, a4, a5 比率 4坦 親祖友 そ父姉母兄弟妹
項目
父 せ母人
になると比率が低下するが，回数は5 き
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固と体験が多くなる。 5回の体験回数の学生は2名であるが，両者とも祖父，祖母，親せき，
友人，その他と同じ解答であった。
死別の対象は図3のように308名の体験学生のうち，祖父と祖母の死別者は289名（93.8%) 
で殆どの学生が体験したことになる。身近な人の死の中で父，母，兄，弟，姉，妹という肉身
との死別体験者は10名（3.2%）いた。親戚144名（40.4%），友人83名（23.4%），その他60名
(16. 9%）等の死別は数値が高いが，間接的（知らせがあっての死別）死別で直接「死jとは
遭遇しない体験選択と考える。この調査においては祖父，祖母の死別については直接か間接か
は不明である。
5. 日常生活の中で「死」を意議した経験とその内容
日頃健康で過ごしていられると思いますが，その日常生活の中で「死」を意識したことがあ
りますかの設問と同時に，あると回答した者にどのような時であったかと記述してもらった。
日常生活の中で「死」を意識したことがあると回答したのは， 184名（51.8%），ないとの回
答者が171名（48.1%）であった。 355名中48.1%は「死」を意識したことがないという健やか
な学生である。あると回答した学生のうち記述した者181名（98.4%），無回答者3名（1.6%) 
であった。意識したことがあるとの回答には重複者がいるが表2のように内容を 5群に整理し
てみた。事故関係，病気・体調のくずれ，身近な人の死，情報，その他である。
1群：事故関係は交通事故が多く，他の事故を含めて46件の回答があった。
2群：病気・体調については，病気になったときが29件あり，この中には入院したとき，手
術を受けたもの等が含まれている。
3群：身近な人の死については，祖父，祖母の死にあったときと回答したのは29件中21件も
あった。このことは死別の体験として初回になることが多く，また祖父母との関連は
群別
1群｜事 故関係
(46) 
2群｜病気・体調
(45) 
3群｜身近な人の死
(45) 
4群｜情報
（マスコミ）
(25) 
表2 自分の死を意識した経験
意識した経験内容
交通事故にあったとき ( 7) 
交通事故にあいそうになったとき (20) 
交通事故を見たとき (4) 
乗物にのっているとき ( 6) 
病気になったとき (29) 
体調の悪いとき (16) 
自動車学校で練習中 ( 2) 
友人・知人の事故 ( 5) 
親の事故 ( 1 ) 
崖から落ちそうになったとき ( 1) 
身近な人（祖父・祖母・父・叔母・いとこ・親戚） (29) 
知人（友人，教師，知人） (16) 
ニュー ス（テレビ・新聞） (22) 
小説（3) 
5群｜その他｜〈逃
(54) 
避〉
安〉
(28) 人間関係，悩みのあったとき，つらいこと，いやなこと，死
にたい，ショック，人生を捨てたい，現実からのがれたい等
〈不
〈親の，乙、西日〉
〈話し合い〉
※（）内の数は回答件数
(20) きびしいとき，死の不安，寝れないとき，いつか死ぬという
意識， 寝る前に意識する等
( 3) 母の具合の悪るいとき，父母がもし死んだら，両親が高齢等
( 3) 家族と将来の話をしたとき，高校の授業で話あったとき，母
によく云われて等
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孫としても相Eにいつく しみを抱いていたことが死によって遮断され，悲しさ，さび
しさとして「死Jが意識されたのではないかと考える。
4群 ：情報においては，テレビ，新聞に関することが22件あり，特に災害，事故， 湾岸戦争，
戦争映画，同世代の若者の死であったが，なかには小説の中に出てくる死の場面，癌
疾患に関するもの，ノストラダムスの大予言等が書かれていた。
5群：その他においては，件数も54と多いので更に4項目に分けたが，2つの項目（逃避・
不安）は人間関係，悩みやつらいこと等々，現実の障害をのり越えるというパワーは
なく逃避の方向へと行くのは現代の若者気質がうかがえられた。不安においては気が
かり，心配，さびしい，空虚さ等が述べられ，逃避と不安を併せると48件となり（26.5% ), 
回答者（184名）の4人に 1人が「死Jを意識していることがうかがえた。
5群の残り 2項目は，件数としては少ないが，親を心配し， おもんぱかったとき，
と書かれてあり， また家族と話し合ったこと，高校の授業で、話合ったとき等は着目す
べきことである。
U おわりに
わが国で「死」についての研究，教育がなされたのは，一般教育に先んじて1977年に医学・
医療にかかわりのある学際的研究が最初と言われている。その後は特に看護教育においては
「死」に関する教育が10数年前より盛んに行なわれ， カリキュラムに定着しはじめている。
谷は「臨床実習の場だけで，死生観が確立されるものではないと思われる。 入学以来，折にふ
れ教養科目のなかで，学際的に勉学を重ねるべきである」と指摘している。「死」の準備教育
は医療・看護者のみではない。人聞が生きてゆく過程で死は避けて通れない重要課題であるな
らば，健康教育のみでなく学校教育のなかで生涯教育の一環として推進する必要がある。
小倉，森永らは「『死の教育jを学校で取り上げるとすれば，最も関係の深い教科・分野は，
人聞の生命と健康の問題を取り扱う 「保健」ないし保健教育である」と述べている。教育推進
するうえで現場の担当者の問題もあると思うが，学校の中で保健 ・健康に関する専門職である
養護教諭も適任者の一人と考える。このことは竹田， 大田による報告がある。養護教諭志望学
生に30時間の「死への準備教育Jを行なった。受講後の反応として，健康の重要性を理解し，
「死」を真剣に考えることにより，「死」のイメージの変化（健康・命の大切さへの教育の必
要性）を来たしたと報告されている。 「死jの準備教育を推進するうえにも青年期に入った学
生が 「死Jに対してどう考えているかを十分に把握したうえで教育強化が必要と考えた。今回
はその第一次調査として，専門教科を受ける前の新入生を対象とした。調査結果として以下の
ことが解った。
1.「死」 のイメージの設問では， 回答のなかで死とは忌みきらい， 失なうもの，暗いイ メー
ジと言うような忌避なとらえ方が70.0%もいた。しかし，宗教の有無の項で宗教あり31.1%の
回答者は，やすらぎと生命の永遠性を信じているととらえ安寧なイメージを持っていることに
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安堵した。今後の課題としては，何故そう思うか・の発想の起因を調べる必要を感じた。
2のイメージの影響については，インパクトの強い要素を調べたが，情報社会と文化の流れ
の変化に対して若年層は， 深い関係のあることを確認した。
3の人間の魂（霊）について「ある」と思うの回答89.0%を内容分析した。 圧倒的に多かっ
たのは心を表記した事がらであった。 この項では情意的なイメージのとらえ方と現実的なとら
え方が対比的であった。この項においては両者のイメージのとらえ方について理由を付記させ
るともっと個別の考え方を把えることができたと思い次回の調査にと考えている。
4の身近な人の死について体験回数と対象を調べたが，身近な人の死については86.8%と殆
んどの学生は体験していることになる。 また 1回～5固という学生もいた。
藤原らは「死の経験を持つことが必ずしもその認識に好ましい効果を与えるとは限らない」
と述べている。このことはライ フ・サイクルの各期において，その時に周りの人々がどう気遣
われたか，死にゆく人にまた死者に人々がどう対応したかが，その個人の死に対する考え方と
理解や洞察を決定するものと思う。このことを踏まえて教育の基本としてゆきたいと思ってい
る。
5の 「死Jを意識したことがあるかについては， あるの回答51.8%であった。約半数は 「死」
を意識したことになる。 内容については，事故が圧倒的に多く回答していた。昭和63年の年齢
階級別の死因順位をみると， 1位は 1-9歳， 15～24歳 （1990年 「国民衛生の動向J）と記さ
れている。本調査からも日本の車社会を反映していることが解る。また病気 ・体の調子の悪い
ときと45件が回答しており，件数と しても多かった。この項目については，意識した経験を具
体的に事象として書かせたものを分析する必要を感じた。
1～5項については，再度検証する問題も出てきた。この資料をもとに追試と研究を推進し
てゆきたいと考えている。
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